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2018年（平成30年）

●八千代の人口　19万7,629人 （-43人 ）　男 9万7,836人 （-20人 ）　女 9万9,793人 （-23人）●八千代の世帯　8万7,144世帯 （＋28世帯）1月末現在。（ ）内は前月比
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空
き
テ
ナ
ン
ト
活
用
の
一
環
と
し
て
、
八
千
代
台
ま
ち
づ
く
り
合
同
会

社
が
企
画
し
た
パ
ン
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
で
す
。
前
回
は
午
前
中
に
ほ
ぼ
売

り
切
れ
と
大
好
評
。
今
回
は
よ
り
多
く
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
集
合
し
ま
す
。

焼
き
菓
子
、
雑
貨
、
カ
フ
ェ
も
出
店
予
定
で
す
。

　
▼
日
時　
３
月
４
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時︵
売
り
切
れ
次
第
終
了
︶

▼
場
所　
八
千
代
台
駅
西
口
ア
ピ
ア
４
階　
▼
問
い
合
わ
せ　
八
千
代
台

ま
ち
づ
く
り
合
同
会
社
︵
４
０
１
︶６
４
１
９　

    　

   ︵
都
市
計
画
課
︶

　
樹
木
の
専
門
家
で
あ
る
樹
木
医
の
案
内
で
、
観
察
会
を
行
い
ま
す
。
木

の
魅
力
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
先
着
20
人
。
手
袋
、
帽
子
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
持
参
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　
▼
日
時　
３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午︵
少
雨
決
行
︶　
▼
集
合
場
所

村
上
緑
地
公
園　
▼
参
加
費　
50
円︵
保
険
料
︶　
▼
申
し
込
み　
３
月
19

日
㈪
ま
で
に
電
話
で
環
境
政
策
室
へ

　
競
技
種
目
は
、
陸
上
・
水
泳
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
卓
球
・
Ｓ
Ｔ
Ｔ︵
サ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
︶・
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
で
す
。
市
内
在
住
の
13
歳
以

上
の
障
害
の
あ
る
人
対
象
。
障
害
の
種
別
に
よ
っ
て
参
加
で
き
る
競
技
、

日
程
、
会
場
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
へ
問
い

合
わ
せ
を
。
申
し
込
み
は
、
３
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

同
会
︵
４
８
５
︶１
２
４
５
︵
４
８
５
︶１
３
２
９
へ  ︵
障
害
者
支
援
課
︶

　
認
知
症
状
の
あ
る
人
の
特
徴
や
接
し
方
、
地
域
社
会
で
の
サ
ポ
ー
ト
の

方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
の
介
護
を
支
え
る
相
談
機
関
や

制
度
の
紹
介
も
。
受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま
す
。市
内
在
住
か
在
勤
の
人
対
象
。先
着
50
人
。

　
▼
日
時　
３
月
21
日
㈷
午
後
１
時
30
分
～
４
時　
▼
場
所　
市
役
所
２

階
第
１
・
２
会
議
室　
▼
申
し
込
み　
電
話
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
４
８
３
︶１
１
５
１︵
代
表
︶へ

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時
に
、
国
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︵
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
︶
に
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
３
月
14
日
㈬
午
前

11
時
頃
に
防
災
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
防
災
無
線

チ
ャ
イ
ム
の
あ
と
に
﹁
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
﹂
と
３
回

繰
り
返
し
、﹁
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
ち
よ
で
す
﹂
と
放
送
、
最
後
に
防
災
無

線
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
試
験
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
総
合
防
災
課
︶

▲五穀豊穣を表す俵と金運に恵まれるといわれるねずみの人形「俵ねずみ」など、どれも想いがつまったものばかり

日
本
の
伝
統
文
化
を
繋
ぐ
文
化
伝
承
館

手
作
り
の
温
も
り
が
春
を
運
ぶ
雛
飾
り

今号の紙面から

◆野外での火の取り扱いに
　注意しましょう………………２
◆中央図書館・市民ギャラリー
　施設まつり……………………３
◆八千代こども親善大使
　バンコク都を訪問………４～５

　女の子の成長と幸せを願う雛飾り。人
ひとがた

形に厄
やく

を移して川に流す風習や、ひいな
遊びなどが結びつき、江戸時代から飾るようになったといわれています。高価な
雛人形を飾れない家庭で、家族や近所の人が作った人形を持ち寄って飾ったつる
し雛。その温もりは人々の心にも春を運んだことでしょう。今、文化伝承館でつ
るし雛・雛人形展示会を開催しています。地域のみなさんが作ったつるし雛や、
七段飾りのひな人形などを３月11日㈰まで楽しめます。日本には季節ごとにさま
ざまな伝統行事がありますが、最近はそのような風習を行う家庭はだんだん少な
くなってきています。ここでは年間を通して、日本の伝統文化を繋いでいます。

八
千
代
台
２
０
１
８
春
の
パ
ン
ま
つ
り

　
　
樹
木
医
が
案
内
す
る
樹
木
の
観
察
会

　
　
30
年
度
千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

３
月
14
日
㈬
に
防
災
無
線
で
の
試
験
放
送

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す


